
歴博	 くらしの植物苑だより	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 No.３０８	 

第１１回「国際博物館の日」記念	 

第１５８回くらしの植物苑観察会	 ２０１２年５月 2６日（土）	 

「錦絵にみる植物」	 

大久保	 純一（当館副館長）	 

	 

中国、朝鮮、日本など東アジアで用いられてきた絵画の分類概念に「花鳥画」があります。

言葉が示す通りの美しい花や鳥だけではなく、獣（想像上のものも含めて）や魚貝類、虫な

ど、広く生きとし生けるものを描いた絵画を指した言葉です。錦絵の中に描かれた植物を考

えるということになると、この花鳥画の中に素材を見いだすことになります。	 

	 歌舞伎や遊里など、江戸の人々の現在的かつ享楽的主題に大きな比重が置かれていた浮世

絵の歴史において、花鳥画は長く主要なジャンルではありませんでした。菱川師宣の絵本や、

奥村政信や西村重長らの一枚絵など、錦絵誕生以前のいわゆる初期版画の時代の絵師たちに

も墨摺もしくは筆彩色の花鳥画の作例がありますが、色摺技術の完成されていない時期にお

いては、花鳥版画は伝統的な狩野派の絵師が描く花鳥画を簡素な木版技術で模倣したという

域を大きく出るものではありませんでした。	 

	 しかしながら明和 2 年（1765）に多くの色を駆使した色摺技術が完成して基本的に描くべ

き対象の固有色を用いるようになり、しかも、ぼかし摺り、空摺などの多彩な技術も考案さ

れると、版画による再現技術が急速に高まり、花鳥画の可能性も飛躍的に高まっていきまし

た。	 

	 18 世紀末から 19 世紀初頭にかけては狂歌連の関係する狂歌絵本や博物学的関心のもとに

つくられた絵本などが相次いで出版され、高度に発	 

達した木版画の彫りや摺りの技術を用いて写実表現	 

が磨かれていきます。	 

	 狂歌連の裾野の広がりによって文化・文政（1804～	 

30）期には大量の狂歌摺物がつくられますが、コスト	 

を考慮しなくともよい配り物という性格から、やはり	 

当時の最高技術が投入され、花鳥画の表現技術は精緻	 

の度を高めていくことになります。	 

	 天保年間（1830～44）になると、この狂歌摺物の中	 

で中心的な絵師のひとりとして活躍していた葛飾北斎	 

が錦絵花鳥画の揃物（シリーズ）を制作し、それに刺	 

激を受けた歌川広重も制作を活発化させます。これ以	 

後、おもに広重を中心として数多くの錦絵花鳥画が生	 

み出され、ようやく錦絵の主要なジャンルのひとつと	 

して定着するのです。	 
 

当盛六花撰・紫陽花（国立歴史民俗博物館蔵）	 
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	 	 江戸末期の錦絵の中には、裏長屋と思われる室内に置	 

かれた枕屏風に、人気ジャンルである役者絵に混じって	 

花鳥画が貼られているのをしばしば見いだすことができ	 

ます。	 

この頃には日常生活の場において、花鳥風月を視覚的	 

に楽しむだけの心（および経済的）余裕が生まれていた	 

ということなのでしょうか。	 

	 観察会では、スライドを用いて以上のような錦絵の中	 

の花鳥画の歴史を、植物の質感再現技術の進歩に軸をお	 

きつつ概観し、さらにその受容のありかたについても触	 

れてみたいと思います。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

 
	 

	 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 

次回予告	 第１５９回くらしの植物苑観察会	 	 ２０１２年６月２３日（土）	 	 

	 「くらしの中に息づく植物」	 天野	 誠（千葉県立中央博物館	 主任上席研究員）	 

１３：３０～１５：３０（予定）	 	 苑内休憩所集合	 申込不要	 	 

 

三十六花撰・東都入谷朝顔（国立歴史民俗博物館蔵）	 


